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　「お金は大切だからちゃんと管理してね」という言葉だけではなく、お金を管理
するというのはどういうことだろう?!ということをゲーム形式で体験していただく
のが、お金の管理に関するレクチャー「マネークリップ」です。施設職員の皆様に体
験していただくことで、子どもへの伝え方の気づきと、子どもと一緒にゲームをし
ながら学べるということのイメージ作りをしていただけます。

お金の管理に関するレクチャー
マネークリップを行っています！

http://idealideal.org/

～一宮学園　山口 修平 先生～

～真盛学園　中山 慶太 先生～

「伝える」から「伝わる」実践へ

ゲーム形式で、実践的なお金の勉強ができる

平成30年12月発行

現金出納帳の記載例 レクチャーで使用する
カードサンプル

実際のレクチャー風景

様々な家庭の事情により、慣れ親しんだ「家」「地域」を離れることを余儀なくされた子どもたち。『家庭の事情』とは？ 
主に虐待である。
　『虐待』とは？私の大切な体・心・時間・場所・物への虐待者による侵入である。本来、安全で安心な家が、子どもの安
全基地として機能し、安全・安心がベースに担保されてこそ、社会参加し経験を広げること（探索行動）ができる。時に
挫折を経験して、安全基地（家）に戻り、聴いてもらい・なぐさめられ・共感されることで、心身共に栄養を蓄え、再び探
索行動に出かける。子どもの帰る場所「家」は、安全基地として成長に欠かせないものであり、そこには養育者との特
定の絆が醸成されなければならない。これらの環境の中で子どもは生活の営みに触れ、「お金」のやりくりを学ぶ。す

なわち生活を通して感覚（やりくり）を体得するものである。
　この体得ができない環境（虐待）にあった子どもを教育するためには、我々伝える大人に相当な工夫が必要である。教育として「伝える」
「教える」では、実感として中々伝わらず職員が挫折することも少なくない。提供いただいたマネーゲームではリアルに「やりくり」を学ぶも
のであった。まさしく「伝わる」「実感の持てる」そんな実践時間になるアイテムであった。

財団からメッセージ

　施設で生活している子は、普段お金をもらっていることが当たり前になっており、高校生になりバイトをしてお金を
もらうのは大変だと知ることが多い。また、給料をもらって税金や、光熱費、家賃、医療費等のお金を卒園してから
払っていく事も知らずに卒園していくことがある。今回の講座の中で、初任給から税金や光熱費、家賃等を差し引い
て一カ月の体験が出来ることが分かりやすいと感じた。今回受講した職員が、受講していない職員にも伝え中学生く
らいからお金の勉強をしていくことで、卒園後に困ることを軽減することが出来るように感じた。マネークリップのよ

うなゲーム形式だと、子どもたちも受け入れやすい。最初に赤字を出した子などは次から考えてお金を使うようになり、その積み重ねが
卒園後の生活に活かしてもらえると思った。
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※詳しくは、2019年4月以降の当公益財団法人のホームページ（http://idealideal.org/）にてご確認ください。

受講者さまのご感想
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財団法人あいであるの実家便™支援

支援実績のある
都道府県30(現状）

実績

 

マルコメ株式会社 様

活動の状況

『実家便』活用の「声」をご紹介します！

　「実家便」にお世話になり2年になります。この事
業をアフタ－ケアの一つとして、行っています。この

事業をしている事をあいであるさんから聞いた時には卒業生の連絡の
一つとして使えると思いました。これを活用後は、子ども達が卒業後に
荷物や手紙を届けられることにより、以前より学園に音信や遊びに来
られる様になったと思います。とても感謝しています。
　特に、今年は、北海道で9月6日に北海道胆振東部地震があり、6日
から7日にかけて「ブラックアウト」があり、停電が続きました。施設の
子ども達も大変でしたが卒業生も気になり、電話をしましたが不通で、
その後、ようやく3～4日後に連絡がとれ、子ども達から、「先生。大丈
夫。実家便がとても役に立った。特に、ランタンや非常食などすぐに使
えて助かった。」と多くの返事が返ってきました。また、その中のメッ
セージを読み直し、「自分は一人でない。多くの施設の仲間が頑張って
いる。」と思い自分を奮い立出し、より、一層、社会に励んでいけると感
じたそうです。
　卒業生からは、震災の影響で、まだまだ、以前のようになるまでは、

時間がかかると言っている子どももいますが、「実家便」のように社会
で様々な方々から支えられて生きている事の大切さやこの次は自分か
ら周りの人々への感謝を身に感じ成長のかてとなっていると思ってい
る事に、我々、職員一同もこの事業を続けて行き、子ども達がより成長
できる事を願っています。

歌棄洗心学園
松永  勲 先生
「実家便」活用について

当施設ではアフターフォローとして実家便を利用さ
せていただいています。

退所後のアフターフォローは、時間もお金の余裕も必要で、取り組みが
難しいのが現状でした。実家便の利用を開始してから、半年に一度必
ず卒業生と連絡を取る機会となっています。なかなか会いに行けない
ことが多いですが、寄せ書きを同封させていただけることで、職員の応
援する気持ちが荷物と共に届いていたら嬉しく思います。
　仕事から疲れている時、楽して食事が取れるレトルト食品がありがた
かった。退所時に持たせたお米が一度炊いただけで使われることなく
賞味期限を迎えたけれど、実家便で届いたお米が自炊を開始するきっ
かけになった。今年の大型台風で停電になった時、懐中電灯があって
良かったなど、様々な卒業生の声が聞こえてきます。

　施設の手が行き届かないところに支援していただけており、大変あ
りがたく思います。ご協力頂いている全ての団体や企業の皆さんに感
謝の気持ちでいっぱいです。これからも継続的なご支援のほどよろし
くお願い申し上げます。

神戸少年の町
大鶴  順子 先生
「実家便」活用について

みそ汁などの発酵食品には、おなかを満たすだけではないあたたかさが、ぎゅっと詰まっています。マルコメも、商品を通じ
て生活者のすこやかな暮らしに貢献していきたいと思っています。今は味噌だけではなく、味噌に欠かせない米糀からつく
るアルコール0%の糀甘酒や、お肉のような食感を楽しめる大豆ミートにグルテンフリーの大豆粉など、ヘルシーな商品をラ
インアップしています。
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